
 

 

 

 

 

高等学校 理科・物理 ２年 

知識を相互に関連付けて理解するための授業づくり 

～物体の衝突に関する実験（運動エネルギー）編～ 
 
 
 

 
 
 

 
 ICEモデルとは、Ideas(基本的知識)、Connections(つながり)、Extensions(応
用)の３領域からなる学習モデルです。基本的な考え方は、基本的知識のつながり
を適切な指導を通じて理解させ、知識を応用させるものです。また、学習モデルに
おける学びを明確にするためにICEルーブリックとして学習目標を教員と生徒で共
有することができます。 
今回は、ICEルーブリックに基づく学習目標の提示と振り返りの活動を取り入れ

た授業実践と、知識を相互に関連付けて理解できた様子を紹介します。 
 

 
生徒にICEルーブリックに基づく学習目標を提示するツールとして「ねらいシー

ト」、学習目標に対する振り返りを行うための「振り返りシート」を１枚のシート
に作成し、ICEルーブリックに基づく学習目標の確認と振り返りを行いました。 

物理が大嫌いです。公式を覚えても何もできないからです。 

ICE ルーブリックを活用して、学習してみよう！ 

ICEモデルとICEルーブリックって？ 

ねらいシートと振り返りシート 

ねらいシート（ICEルーブリック） 

各項目の内容は、この通りです。 

振り返りシート（ICEルーブリック） 

・IdeasとExtensionsは、選択式２件

法（できた、できていない） 

・Connectionsは、自由記述式 



 
 
物体の速さ・質量と物体がする仕事の関係を求める実験例を紹介します。 

 

 
【目的】     

衝突に関する実験より、小球の速さ・質量と木片の動いた距離を測定し、その関
係性を見出す。 

【準備】     
・スタンド ・小球 ・速度測定器 ・定規（２本） ・木片 ・実験レール 

【方法】     
① 下図のように実験装置を設定する。    
② 小球をいろいろな高さから転がし、木片と衝突させる。 
③ 衝突直前の速さと木片の移動距離を測定し、記録する。 
④ 質量の違う小球で同様の実験を行い、記録する。 
⑤ グラフを作成し、小球の速さと木片の移動距離の関係を考察する。 

【実験レールの作成】*配線カバーは、ホームセンターで購入。１本￥150程度 

①レールを板で固定      ②全体像      ③木片の置き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は、総合教育センターwebサイト、長期研究員 研究報告（R5）をご覧くだ

さい。 
 

実験の概要 

一台価格 約￥12,500  

ハードルが高いな。 

実験器具を安価に作成

しよう！ 

授業実践の紹介 

生徒の変容（実験に対するICEルーブリックに基づく振り返りの内容） 

車を速く走らせて何かと衝突する際、見た目が大きくても、質量が

小さければ、質量が大きい車よりも被害は小さくなると思った。 

小球と木片の衝突の実験では、実生活とのつながりを考えて振り返る

ことができたね。概念や法則の暗記のみならず、知識を関連付けて理

解できたのではないかな！ 


